
Ⅰ. はじめに
中国では鉱物資源の大部分が西部地域に分布

しており､ 天然ガス､ 石炭､ マンガン､ クロム

などの西部地域に産出が集中する天然資源の合

理的再分配の視点において､ 中国西部地域の物

流産業の発展が切実に必要とされている｡

一方で����年に始まった中国の西部大開発プ

ロジェクトの推進によって､ 西部地域の物流イ

ンフラ建設への投資規模が絶えず拡大され､ 鉄

道､ 航空､ 水路､ パイプラインで構成される包

括的な物流ネットワークの形成が進行中である｡

現在の中国西部大開発は､ すでに第１段階の準

備段階を終え､ 本格的な推進段階である第２段

階 (����年－����年) に入っている｡ 西部大開

発第２段階の最初��年間のキーワードは､ エネ

ルギー資源の最適化利用､ 生態環境の保護､ 地

域間の均衡発展である｡ そしてこのプロジェク

トの中心に位置づけられる成都､ 重慶､ 西安は､

中国の新経済成長地域として注目されている

(孟彩萍����､ ��)｡ 現在､ 東部に集中している

多くの産業が中西部に移動することになると､

東西地域間の貨物取扱量､ 輸送システムの構築

方向､ 地域別の重点育成産業と都市化､ 電子商

取引市場の急成長などに影響を及ぼすことにな

る｡ またこれらの変化は宅配便物流市場や農村

近代化によるコールドチェーン (���	�
��)

物流市場の拡大をもたらし､ 更なる複合輸送シ

ステムの統合を促す｡

現在､ 中国では､ 長三角経済圏､ 珠江デルタ

経済圏､ 環渤海経済圏の３つの経済成長ブロッ

クが既に形成されており､ 中国と東アジア経済

において重要な役割を果たしている｡ しかし､

３つの経済成長拠点はすべて中国東部沿海地域

に位置し､ 今後の発展需要面からすると､ 中西

部地域における経済発展の基盤構築が必要とさ

れる｡ 成都､ 重慶､ 西安で形成される西三角経

済圏は､ 中国で４番目に大きい経済の発展成長

基盤となるものであり､ 国家レベルでの経済構

造の調整を経た上で､ 空間的､ 構造的に対外開

放戦略を開発・推進することは重要な意義があ

ろう｡

そこで物流産業は､ 西三角経済圏でのサービ

ス多様化と国際化を進めることで､ より高い付

加価値を創出し､ 地域経済を発展に導くことが

可能であろう｡ 地域経済の発展には､ 基礎交通

インフラと物流産業の存在が必須条件であり､

西三角経済圏の統合的な発展と西部地域資源の

供給市場への統合でも､ これらの要素は重要な
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役割を担う｡ 現在､ 中国西三角経済圏の物流産

業の成長の可能性は非常に高く､ 中国周辺の貿

易相手国にも波及効果をもたらすであろう｡ し

かし､ 中国西部地域は広大な地域であるがため

に､ 西三角経済圏の物流産業は､ 地域別に正確

な市場分析を進め､ 異なる物流環境に合致した

効果的な物流発展方案を樹立しなければならな

い｡

本研究では､ 中国国内外の関連する関連学術

論文､ 研究機関レポート､ そして政府部門の統

計などを収集し､ 中国の物流産業に関する分析

と検討を行う｡ 現在､ 中国西三角経済圏の関す

るデータは､ 物流産業全体の詳細な分析や地域

別物流の現状の分析に用いるには不十分であり､

物流発展方策に関する研究も不足している状況

ではあるが､ 本稿では､ 調査の目的に合致する

資料を分析し､ 中国で三角経済圏の物流の現状

について総合的に分析した後､ 西三角経済圏物

流産業の具体的な発展方向の提示を試みる｡

Ⅱ. 西三角経済圏の意義と開発の背景
１. 中国西三角経済圏の意義

中国で三角経済圏とは､ 成都､ 重慶､ 西安が

中核となる都市群の連合で､ 成都経済圏､ 重慶

経済圏､ 西安経済圏を中心に形成される西部の

経済圏を指す｡ ｢西三角｣ の公式名称は ｢西部

川�渝�金三角｣ であり､ ｢新西三角｣ とも呼

ばれている｡

西三角経済圏という概念は､ 中国の西部大開

発政策を実施するにあたり､ 中心エリアを先に

発展させ､ 西部の経済を徐々に発展させようと

いうことから始まり､ ����年までに西三角経済

圏は､ 西部地域の経済規模の半分以上に達する

とみられる｡ 西三角経済圏は､ 東北都市群､ 中

原都市群､ 華中都市群､ 長三角経済圏､ 珠江デ

ルタ経済圏､ 京津基都市群と一緒に中国の７大

都市群の集合となることが予想される｡ (�文

萃����､ ��)｡

産業構造の側面を見ると､ 西安を中心とする

都市群は､ 航空､ エネルギー資源､ 科学技術の

面では比較的強く､ 成都を中心とする都市群は､

電子､ ビジネス業界､ 科学研究分野に優位性を

持つ｡ また､ 重慶を中心とする都市群は､ 装置､

機械製造業の首位を占めている｡ 陝西省の石炭

が重慶に輸送され､ 重慶市のアルミ､ 四川省成

都の陝西省西安に供給されるなど､ 物流輸送の

面で密接につながっていることは､ この３つの

都市が西三角経済圏を形成することができるこ
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＜表１＞西三角経済圏の範囲

関連都市 �	
 面積 人口

四川省
エリア

成都､ 綿陽､ 徳陽､ 内江､ 資陽､ 遂寧､
広元､ 巴中､ 南充､ 広安､ 達州､ 自貢､
瀘州､ 宜賓､ 眉山､ 涼山､ 雅安などの��
都市

����億元 �����万� �������万人

重慶市
エリア

重慶市から１時間以内の経済圏範囲に
位置する９つの区域と��の区県､ 東北
に位置する��区県と東南に位置する石
柱県､ 武隆県など

����億元 ����万� �������万人

陝西省
エリア

西安を中心に､ 銅川､ 宝鶏､ 咸陽､ 渭
南､ 楊凌､ 韓中､ 安康､ 商洛などの８
都市と１つの直轄行政区域

����億元 ����万� �������万人

甘粛省
エリア

天水市 ���億元 ���万� ����万人

出所： 『四川統計年鑑����』, 『重慶統計年鑑����』, 『�西統計年鑑����』�



とを証明している｡ また三角経済圏における大

量の科学研究能力は､ 多くの産業領域に転換す

ることも可能である｡

西三角経済圏は､ 科学研究と新しい科学技術

産業の主要基地である成都､ 重慶､ 西安を中心

に発展させ､ 地域経済発展の原動力となること

を計画している｡ 西部地域の交通条件が改善し

たことで三つの地域間の空間的距離は縮小して

いるが､ これを基盤に高速道路､ 鉄道､ 情報ネッ

トワークなどのインフラ施設を建設することに

より､ ３つの中心都市がより緊密に接続するこ

とができ､ 地域的な経済統合に成長することに

なるであろう｡

西三角経済圏が一つの経済圏になりえる地理

的優位性を見ると､ 西三角経済圏は､ 中国の代

表的な内陸河川である黄河と長江の間に位置す

る総合経済区であり､ 中国の東部と西部をつな

ぐ橋の役割を担うことで､ 西部地域経済の調和

のとれた発展を促進することができるであろう｡

また､ 西部地域でより戦略的重要性の高い都市

を接続し､ 資源の配置構造を踏まえた開発戦略

を立てることで､ 中国経済の発展と進歩への新

たな戦略的意義を提供している｡

２. 中国西三角経済圏の開発の背景

西部地域は､ 中国の土地の面積が最大の経済

特区として中国経済の均衡的､ 持続的な発展に

影響を与える｡ 西部地域は鉱物資源が国内で最

も豊富な地域で､ すでに探査された���種の鉱

物資源のうち���種が西部地域にあり､ アスベ

スト､ チタン､ 白金､ ニッケル､ 水銀､ 石炭､

天然ガスなどは､ 中国全体の埋蔵量の��％以上

を占めている｡ エネルギー資源では､ 天然ガス

の埋蔵量が���	
％､ 石炭や石油埋蔵量はそれ

ぞれ
����％､ ���	�％を占めている (劉��

	���､ ��	)｡

成都､ 重慶､ 西安の３大経済圏は､ 西部地域

の北部､ 中部､ 南部を代表し､ 鉄道と道路の主

な輸送手段で中央アジアと連携している｡ 中部

の成都､ 重慶経済圏は長江を介して華東地域と

接続され､ 南は海を通じて東南アジアと接続さ

れる｡ また､ 西三角経済圏は､ 関中､ 天水経済

圏､ 成渝経済圏､ 西南沿海経済圏､ 長江上流経

済圏､ 広西北部湾経済圏など中国の主要経済圏

と接続されている交通機関のハブ地域として成

長している｡ 中国西部大開発のための物流イン

フラの建設は､ 西部地域の投資環境を改善させ

ることで､ 西部地域の対外貿易を活性化させ､

天然資源の開発も同時に促進することで､ 第３

次産業の持続的な発展を図っている｡ 現在､ 西

部地域の主要な投資国は､ 中国全体と同様に､

香港､ アメリカ､ 日本､ シンガポールの順であ

り､ その中でも香港は��％以上を占めている｡

そして西部地域の投資の��％以上は､ 広西､ 四

川省､ 陝西省､ 重慶市に集中している｡ (易小

光ほか	���､ 
�)

西部経済圏のエリア発展プレート化は､ 行政

区域を単位として発展してきた経済発展空間構

造を越え地理的に広いエリアでの展開を目指す

ものである｡ その背景には､ 中国西部大開発戦

略��年の建設と開発を通じたインフラ整備が強

化され､ 投資環境も改善されたことで対外貿易

も盛んになったが､ 産業構造が成熟しておらず､

地域経済と民営経済の発展はまだ遅れていると

いう現状がある｡ 西部大開発��年以来､ 西部地

域では､ 地域経済を活性化させるための具体的

な成長基盤が示されておらず､ 中国の東部と西

部の経済的に大きな格差が依然として存在する｡

中国指導部は､ 西部地域の発展パターンは､ 科

学技術と社会生産力の向上という需要を満たし

ていないことを認識しており､ 西三角経済圏構

想は､ まさにこのような背景から生まれた｡

Ⅲ. 西三角経済圏の物流産業の現状

１. 西三角経済圏の主要地域別の物流状況

まず､ 西三角経済圏を形成した主要都市であ

る成都､ 重慶､ 西安の地域の物流の現状を概観

中国西三角経済圏の物流産業に関する研究
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する｡ 三つの地域の交通状況を総じてみると､

道路輸送､ 鉄道輸送､ 水路輸送のハブ交通ネッ

トワークが形成されているが､ 交通インフラの

統合的なシステム化には至ってない｡

(１) 成都

四川省の面積は��������､ 人口は�����万人

に達している｡ 四川省の主要都市である成都は､

四川盆地の成都平原の中央に位置し､ 水資源､

鉱物資源､ 天然ガス､ 森林資源､ 労働力などが

豊富で､ 高速道路､ 鉄道､ 航空､ 水運貨物輸送

の複数輸送モードに対応した物流拠点として発

展する可能性のある都市である (崔����	�､


�)｡

主な産業は､ ��機器の製造､ エネルギー､

電力､ 石油､ ガスなどの化学工業､ 鉄鋼､ 食料

品､ 漢方薬､ 電子情報産業､ 機械業､ 冶金業､

航空宇宙､ 自動車､ 新素材､ 飲料食品業､ 観光

業などが含まれる｡ 成都を中心に道路､ 鉄道､

水運のネットワークが集中し､ 成都の双流空港

は､ 中国の	�大空港の一つとして､ 貨物輸送実

績で６位を記録している｡ また中国の東西と南

北を結ぶ貨物鉄道ルートと､ 長江を利用した水

上輸送ルートなどがあり､ 中国西部地域の物流

中心の役割を果たしている｡ なお､ 西部鉄道の

青白江物流中枢プロジェクト､ 新津物流団地の

建設などによって､ 成都の投資環境と物流環境

は改善し､ 対外貿易も継続的に発展している｡

鉄道の建設では､ 四川省で��の鉄道プロジェ

クトが進行中で､ ��	年－����年の間に新設す

る鉄道は�������を計画しており､ 西部地域

の鉄道交通の中枢として建設が進められている｡

成都は中国西部地域の鉄道輸送の中心地として

��	�年を基準に９つの貨物路線が運行され､ 年

間
���万トンの貨物輸送が行われており､ 総

延長は
�����となった｡

道路建設では､ 成都を中心に重慶､ 上海､ 廈

門などの地域に高速道路が開通しており､ 運用

中の高速道路の総延長は������である｡ ��	�

年基準で企業の道路輸送実績は���％を占めて

いる (崔����	�､ 

)｡

長江を利用した水路輸送では､ 中国西部地域

の物流の中心的な役割を担う宜�､ 瀘州､ 楽山

での内航コンテナ取扱量が年間	��万���に

達した｡

航空輸送の面を見ると､ 成都市の双流空港は

	
の国際直行便と��以上の国内便が就航してお

り､ ��	�年までには	�の国際路線が新設される

予定である (唐昭霞��		､ 		)｡ 成都の航空物

流団地は､ 航空サービスを中心に形成された成

都の物流サービス産業基地の主要軸である｡

成都市の国際物流集中区は､ 徐々に形成され

つつあり､ 加工､ 配送､ 情報などの物流サービ

スを提供する企業も増加している傾向にある｡

特に､ 輸出用加工物流などの専門物流サービス

化の進行に伴い､ 製造業を中心とする物流集中

区の形成が進んでいる｡ 航空､ 鉄道などのイン

フラ施設の建設は､ 成都市にとって物流ハブと

して成長するための基盤を提供したといえる｡

物流産業の集積は､ 都市部と農村部を一体化さ

せる効果もあり､ 地域発展を促進する役割を果

たしている｡

(２) 重慶

重慶は､ 中国の中西部の中心に位置し､ 面積

は�������で､ 中国の総面積の���％を占めて

いる｡ 重慶市は､ 湖南省､ 湖北省､ 貴州省､ 四

川省､ 陝西省など５つの省に囲まれている内陸

の大都市である｡ ���
年から��	�年の中国の都

市���ランキングでは上海､ 北京､ 杭州､ 広

州､ 深�､ 蘇州､ 天津に次いで７番目に位置し､

豊かな資源､ 優れた地理的条件と物流インフラ

などを背景に､ 西部地域の交通中枢の役割を担っ

ている (易小光��		､ ��)｡

重慶は､ 中国の西部と中部を結ぶ交通の要所

であり､ 長江上流地域の水陸輸送の中枢である｡

基幹物流ネットワークはすでに形成されており､

地域経済の発展を促進する役割を果たしている｡
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道路状況みると､ 現在��の都市と接続された道

路網があり､ 四川省､ 貴州省､ 湖南省､ 湖北省､

陝西省と接続される高速道路の総延長は､ ����

年現在�������となっている｡ 一方の空路で

は､ 江北国際空港が重慶市の北東部に位置し､

市の中心部から距離は�	��である｡ この空港

は中国西南部地域の３大空港の一つで､ 中国西

部初の欧州直行便を開設した｡ ����年の旅客輸

送実績は��	
�万人で､ 内陸部では��位､ 西部

地域で４位を記録し､ 現在､ 国内外の
�以上の

都市と���以上の路線を運営している (秦�ほ

か����､ ��)｡

一方､ 長江を利用した水路輸送では､ 比較的

発達している長江上流に大きな港があり､ 長江

三峡の建設によって香港までのコンテナ直送が

可能となっている｡ 今後､ ７つの埠頭を新たに

建設し､ １万トン級の大型船が重慶と上海の間

に就航する計画である｡ 現在の三峡閘門は､

�����トン級の船舶４隻を同時に処理でき､ 年

間��万��のコンテナを処理できる専用埠頭

がある｡

重慶市は､ 経済特別区と交通中枢形成に遜色

のない経済規模を有するが､ 重慶市の物流産業

は現在開発途上の状態である｡ 国内外の多くの

企業からの投資誘致を通じて都市の国際化レベ

ルを強化する一方で､ 西部地域の物流の中心と

して発展するための基盤を築いている｡ 重慶市

は東部と西部を接続し､ 北部と南部を結ぶ中国

の中心地でもあり､ 長江の継ぎ目として中部地

域と東部地域､ そして世界の市場へと接続され､

中国の東部､ 中部､ 西部の経済発展を牽引する

戦略的な役割を担っている｡

(３) 西安

西安は中国の中心に位置する関中平野の中央

に位置しており､ 歴史的にも中国の政治､ 経済､

交通､ 文化の中心地の一つである｡ 唐の都であっ

た西安 (長安) は､ 活気あふれる国際都市で､

古代シルクロードの出発点でもある｡ 現在の西

安は､ 地理的な条件だけでなく､ ビジネス資源､

情報などの多様な側面で優位性を持ち､ 物流の

中心地となっている｡ また､ 中国のエネルギー

資源の宝庫として､ 石油､ 石炭､ 天然ガス､ モ

リブデン鉱､ 金鉱石などの天然資源が豊富で､

今後も持続的な発展の可能性が高く､ 鉱物資源

の潜在価値は��億元で国内１位となっている

(蔡仲希����､ ��)｡

西安は､ 隴海､ 蘭新経済区の重要な拠点地域

でもあり､ 黄河の上流の金融､ 科学技術､ 教育､

旅行ビジネスを中心とした経済システムと都市

サービス構造を成している｡ 現在､ 西安を中心

に２つの国内鉄道幹線と３つの西部大通路､ ５

つの国道が通る交通ネットワークが形成されて

おり､ 中国西北地域の最大の物流中心拠点であ

る｡ 更なる交通システムの充実は､ 物流業界の

急速な拡大と発展を促している｡

鉄道の現状を見ると､ 第��次５カ年計画

(����年－���	年) 期間中に､ 西安－藍田､ 臨

潼－渭南､ 西安－周至､ 西安中心エリア－空港－

法門寺､ 西安－高陵－閻良－富平､ 西安－銅川

などの鉄道路線の建設を計画しており､ 西安を

中心とする１時間経済圏が形成されつつある｡

道路建設では､ 西安を中心とするハブアンド

スポーク (�����������) 高速幹線道路ネッ

トワークが既に形成されている｡ 一方の空路で

は､ 陝西省西安瀋陽国際空港が西安市から��

��､ 咸�市から����の位置にあり､ 中国の

西南部と西北部を繋いでいる｡ 瀋陽国際空港は､

中国政府が計画して建設した大規模空港であり､

日本､ 韓国､ タイ､ シンガポールなどとの国際

航空路線を持つ国際空港の一つである｡ これら

の航空､ 鉄道､ 道路ネットワークの基盤は､ 近

代物流発展のための多次元の交通条件を満たし

ている (秦�ほか����､ �
)｡

成都､ 重慶､ 西安などの西部地域における鉄

道､ 道路､ 水路､ 港湾､ 空港などのインフラの

拡充は､ ��� (������� ���� !����) 輸送

を可能にし､ 西北輸送では､ 長江輸送路などを
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利用した複合輸送の物流ルートを形成している｡

中国西部のインフラが一段階アップグレードす

ることで､ 物流技術と総合輸送能力の継続的な

改善が進み､ 道路､ 鉄道､ 航空､ 海上で構成さ

れる包括的な物流ネットワークが構築されつつ

ある｡

２. 西三角経済圏の物流産業の概観

西三角経済圏の物流産業の現状を見ると､ 中

国西部地域の地理的条件と中央政府の比較的少

ない投資規模のため､ 西部地域の物流基盤施設

は､ 東部のそれより遅れをとっている｡ 経済が

発展するにつれて､ これらの物流インフラ不足

に起因する問題はさらに顕著に現れており､ 特

に石炭､ 石油などの鉄道輸送の面では､ 輸送能

力不足の問題が生じている｡ 統計上では､ 西三

角経済圏で必要とされる鉄道輸送車両数は

�����車両であるが､ 実際に供給可能な車両数

は�����車両であり､ このような能力不足問題

は､ 西部地域の経済発展と経済の活性化に支障

を与えているといえる｡ (�国良ほか����､ ���)｡

中国西部の物流企業は､ 大きく二つに区分す

ることができる｡ 一つは､ 国有企業や集団企業

の形態として政府の管理下にある物流企業で､

地域性が強いという特徴を持つ伝統的な方法で

輸送サービスを提供する物流企業である｡ もう

一つは､ 政府の統制を受けない比較的小規模の

物流企業であり､ 市場環境に合わせて運営され

ている専門的な物流企業である｡ 現在､ 中国西

部の物流企業数が大きく増加し､ 株式市場に上

場している会社も徐々に増加している傾向にあ

る｡ 中国西三角経済圏の物流企業は､ 国営物流

企業が	�％であり､ 民間物流企業が�
％である｡

全体の�
％は����年以降に設立され､ ��％は売

上高５億元以上の企業であるが､ その中の１％

未満の企業だけが総合物流サービスが可能であ

り､ 残りは単純な輸送および倉庫業務を担う企

業が多い｡ また､ ��％の企業は税関と金融機関

のシステムに接続されるが､ ��､ ����､

���等の先端物流��の活用度は低く､ 西部地

域の物流情報ネットワークは脆弱である

(����北京事務所����､ ７)｡

中国西三角経済圏での物流産業の発展段階は､

その発展期間は短いが､ 国有の大型企業は､ 大

規模の倉庫､ 物流センターなどの物流施設を保

有している｡ 最近では中国政府の税制上の優遇､

土地利用の利便性､ 大規模���企業への育成

策など物流産業発展のための良好な環境が造成

されており､ 中国西部経済の急成長と物流量の

急増に対応した空港､ 鉄道､ 道路､ 水運､ パイ

プラインなどの様々な交通物流インフラの建設

や拡充事業を進めている｡

中国に進出した外国物流企業のうち､ 海上輸

送会社である������������､ ��� �!�����"
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＜表２＞中国で三角経済圏での中国の物流産業の発展段階

１段階
基盤形成段階
(����年－����年)

構造調整が中心内容｡ インフラ､ 生態環境､ 科学教育
等の基盤を構築し､ 市場体制を改善することで西部地
域の投資環境基盤を形成し､ 自然環境の保護を図りな
がら循環的発展を目指す｡

２段階
加速発展段階
(����年－����年)

第１段階のインフラ改善､ 戦略的構造調整と制度構築
等の成果を基盤に､ 特色ある産業を養成し､ 経済の産
業化､ 市場化など特定区域の全面的なアップグレード
を実現する｡

３段階
現代化段階の全面的推進
(����年－����年)

発展において先行する地域の実績と現代化経済体制を
基盤に､ 農牧区域の開発を加速化させ､ 西部地域住民
の生産力と生活水準を向上させることで格差を解消す
る｡

出典：第５回西安物流セミナー発表資料を整理｡



����､ 総合物流���業者の	
	�､ �����､

国際配送業者の���､ ���	
､ ���などは､

中国の物流企業と合弁の形で中国に進出し､ グ

ローバルに構築された国際輸送ネットワークと

世界市場で蓄積された経営ノウハウを基盤に､

中国の物流市場で大きな影響力を発揮している｡

しかし､ 中国で登録された外国企業で西部に進

出した企業は全体の６％に過ぎない｡ (中国西

部区域自主創新戦略研究課題組����年､ ��～��)｡

西三角経済圏は､ 地域内の地方政府間のコミュ

ニケーションが円滑でなく､ 商品市場での地方

保護主義意識も強い｡ また､ 地方政府間の競争

関係によって構造調整が難しく､ 重複投資と統

一された取引市場の未形成という問題も抱えて

いる｡

しかし最近では､ 多くの企業が中国西部物流

市場に進出することで､ 先進的な物流システム

の導入が活発化しており､ 物流サービスが細分

化され､ ���市場の規模も急成長している｡

その中でも外資系物流企業は､ システム統合度

の高いサプライチェーン・ソリューションの開

発のような高付加価値サービスの提供による差

別化を図っている｡

Ⅳ. 西三角経済圏の物流産業の発展方策
１. 西三角経済圏の現状問題

(１) 専門の物流サービスと情報システムの互

換性レベル

現在の西三角経済圏の物流産業は､ 全体的な

機能が複数の地域に分散され､ 専門的な物流サー

ビスの提供でも東部に比べると遅れをとってお

り､ 企業側の物流管理も体系化されたものでは

ない｡ このような問題点は､ 西三角経済圏の産

業発展を阻害する根本的な原因となっていると

考えられる｡ 製造業では､ 物流コストが製品価

格の約��％を占めており､ 主に輸送と倉庫管理

の分野を中心にアウトソーシングが行われてい

るが､ ���企業の付加価値の高い物流サービ

スの提供は不十分な状況である (周云霞����､

��)｡

また､ 規範化された物流人材教育が不足して

いる状況で､ 物流専攻の学科がある大学は��校

にとどまっており､ 割合としては中国全体高等

教育の１％にも満たない (�文萃����､ ��)｡

そのため､ 企業の短期養成訓練が物流人材育成

の主な手段となっている｡ しかし､ 物流産業の

向上発展を支えるには､ 現在の物流人材供給量

は不十分で､ 物流産業がますます情報化､ 専門

化､ 戦略化していく中で､ 物流人材の育成は非

常に切迫した問題となっている｡

(２) 専門サービスと物流企業の経営水準

中国の物流業は､ 貨物取扱量では大きく成長

したが､ 多くの物流企業の規模は小さく､ 物流

サービスの意識と品質は劣っていると思われる｡

サービス方式は､ 単一モードでの輸送と倉庫保

管サービスのみの提供が多く､ 流通管理､ 加工､

物流情報サービス､ 在庫管理､ 物流コスト削減

などへのサービスの取り組みは少ない｡ 特に物

流システムの設計およびプロセス革新の提案と

いったレベルでのサービス提供はこれからの課

題であろう｡

(３) 現代物流に関する法規問題

中央政府と地方政府の間の物流指導管理領域

が交差するという問題が生じている｡ 現在展開

中の物流に関する政策も多いが､ 計画と推進内

容の整合性の問題もみられる｡ 社会的物流サー

ビスには､ 効果的な外部拘束力がないため､ 現

状では不適切な競争を避けるのは難しい｡ 物流

事業に関する正確な定義がないため､ 物流企業

の設立を申請するには､ 管理当局の制限が多い｡

専門的な物流組織の形成を計画する企業の法律

的な地位の確保が困難で､ ���の発展が制限

されている状況である｡

また､ 西部地域の����年現在の物流市場規模

は���兆元であるが､ 登録されている物流企業

数は���万社を超え､ １位から��位までの企業
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が占める市場シェアは��％未満である｡ 物流企

業が提供する付加価値は非常に限定的で､ 熾烈

な競争による結果として物流企業の収益率は下

落している｡ 無秩序な不正競争や不当な請求も

多く報告されており､ 整合性のない政策展開に

よる損失が生じているとみられる (万天虎ほか

����､ ��)｡ これらの問題が引き起こすコスト

上昇は荷主企業に転嫁されており､ 業界のルー

ルや規制､ 管理体制および関連法規の整備が必

要とされている状況である

(４) 資源配分の問題

西南地域と西北地域は､ 鉄道及び道路の接続

が円滑でなく､ 特に四川省と重慶市から西安に

通じる道路が少ない｡ また西三角経済圏の鉄道

は､ 基本的なネットワーク構造は形成されたが､

長三角経済圏､ 珠江デルタ経済圏と比較すると､

絶対的輸送量が不足している｡ また密度や分布

も不均衡であるなど､ 西部経済の発展に伴う貨

物輸送の需要を満たすことができず､ 鉄道のイ

ンフラの建設が急がれている｡ ある研究では､

石炭､ ガソリン､ 化学原料などの原材料輸送に

必要とされる鉄道輸送需要量が�����車両とさ

れるが､ 現在の鉄道輸送車両は��	��車両にと

どまっている (孟彩萍����､ �
)｡

(５) 地方政府の介入問題

西三角経済圏の物流業界は､ 物流設備の標準

化が進んでおらず､ 市場が規範化されていない

地域も多く存在する｡ そして鉄道､ 道路､ 水運､

航空インフラの構築状況では､ 統合された交通

ネットワークが全面的に形成されておらず､ 外

国とのシームレスな接続が不可能である｡

西三角経済圏は､ 四川省､ 重慶､ 西安と甘粛

省などの都市に分布しており､ 政治的分権の影

響のため､ 生産要素の自由な流通と自由市場の

形成が困難な状況である｡ 成都､ 重慶､ 西安は､

アジアから欧州への交通ネットワークの中心軸

として､ 西部地域の経済をリードする中心都市

になるために熾烈な競争を行ってきた｡ 三都市

は相互にライバルとしての意識を持ち､ 情報､

金融､ 教育､ 商業､ 観光業などのサービス面で

競争してきたが､ 全体最適の視点からすると重

複投資などの資源利用に無駄があり､ このよう

な競争は西部地域の調和的経済発展にネガティ

ブな影響をもたらしたとみられる｡

２. 西三角経済圏の物流産業の発展方策

(１) 物流インフラの構築と専門の物流サービ

スの強化

西三角経済圏の経済規模は､ ���
年に長江

三角経済圏､ 珠江三角経済圏と環渤海経済圏と

いう３つの成長拠点に次いで､ 中国４番目の経

済圏となった｡ また､ 西三角経済圏の石油化学､

機械設備､ 電子通信､ バイオ医薬､ 材料工業､

航空産業､ ソフトウェア産業等の発展は､ 大規

模な工業団地の形成を促し､ 中国西部の経済を

活性化させているとみられる｡

西三角経済圏は､ 地理的に中国西部地域の中

心に位置しているゆえに､ 西南と西北を接続す

ることで､ 西部の経済を発展させることが可能

である｡ 中国西部の経済発展が遅れたのは､ 地

理的に中国内陸部に位置し､ 物流インフラが発

展していないことが主な理由であろう｡ 西三角

経済圏の物流インフラ基盤構築は､ まだ進行中

の状態であるが､ 現段階ですでに完成した物流

インフラの効果は限定的あり､ 物流インフラの

不足は中国西三角経済圏の物流産業発展の大き

な制約要因となっている｡

一方､ 物流企業の多くは､ その規模が小さく､

物流サービスの内容は比較的単純である｡ そし

て､ 物流企業の発展のスピードは比較的速いが､

ネットワーク化､ 集約化､ 専門化､ システム化

されておらず､ 業種全体の集約化の程度が比較

的低く､ エネルギー資源などの生産要素の利用

効率が比較的低い｡

これらの問題を解決するには､ 物流企業のサー

ビス面での総合物流企業化を中心に､ 物流企業
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のサービス力の強化が必要であろう｡ また関税

法を緩和し､ 多くの総合物流企業が通関取扱企

業となることで､ 輸出入物流の通関業務を直接

扱うことが必要である｡ 次に､ 西三角経済圏の

通関プロセスの一本化のための物流情報サービ

スを提供し､ 物流企業の通関効率を高める必要

がある｡ 最後に､ 税関管理手続きの簡素化だけ

でなく､ 積極的なオンライン化と電子化改革が

必要である｡ なお､ 企業が単一の窓口を介して

設備投資と加工貿易契約の登録､ 設備移転､ 契

約抹消などの手続きの処理が可能な業務一元化

などの行政サービス提供が求められる｡

(２) 情報技術の活用や物流情報システム間の

互換性確保

成都市物流協会は､ ��の物流企業を対象に､

西部物流企業の情報化計画､ ネットワーク化､

専門物流ソフトウェアの活用など８分野につい

ての聞き取り調査を行った｡ その調査の結果で

は､ 西部の物流企業は情報化の過渡期にあり､

情報技術の応用レベル向上と､ 情報サービス提

供能力の向上が必要であることが明らかにされ

た (成都市物流協会､ ����)｡

中国国家発展改革委員会が ����年に社会物

流統計制度を制定して以来､ 物流産業に関する

統計は比較的大きな進展を遂げたが､ 西三角経

済圏では､ まだ物流統計指標システムを導入し

ておらず､ このような状況が物流情報化の推進

を阻害しているとみられる｡

活力のある物流市場を形成するためには､ 物

流人材の全体的なレベルを高めることと同時に､

情報サービスと交通システムの高度化が必要で

ある｡ また､ 複数の供給ネットワークで構成さ

れる物流システムの中で､ 情報技術の共有性や

物流情報システム間の互換性を確保しなければ

ならない｡ そこで西三角経済圏の物流情報化は､

物流業務の効率的な実行を円滑にし､ 企業の競

争力を高めることになる｡ そして公共物流情報

サービスは､ 道路輸送､ 鉄道輸送､ 海上輸送と

航空輸送の情報共有化を必要とする国際複合物

流の需要を満たすことにもなる｡ また物流会社

と情報会社の様々なサービスを総合的に再配置

することにより､ サイバー空間が提供するビジ

ネス機会の創出も支援していくことになるであ

ろう｡

(３) 資源の再配置と機能的地域ネットワーク

の形成

西部地域の地理的条件は､ 国際貿易の観点か

らは東部沿海地域に比べて不利である｡ しかし､

豊かな自然資源が埋蔵されており､ 潜在的発展

可能性は高く､ 多くの科学技術人材が西部の電

子､ 機械､ 装置産業で活躍している｡ 西三角経

済圏は､ 石油､ 石炭､ リンなどの金属鉱物資源

が豊富で､ リンゴ､ キウィ､ ブドウ､ 梨､ ナツ

メなどの農産物の生産量も多い｡ 西部地域の貨

物輸送の特性としては､ 原材料の輸送量が多く､

輸送距離が長い特徴を持っている｡ 以上のよ

うな状況を踏まえると､ 成都､ 重慶､ 西安は､

調和的に発展可能な一つの市場を形成し､ 資源

利用を統合することで経済的利益の共有を図る

ことができる｡ 一方でリスクを分担する戦略も

推進しなければならない｡ そして拠点都市と重

点経済地域の政策的なサポートに加え､ この地

域の発展を介した周辺地域と農村地域発展のた

めの戦略も必要である｡

(４) 西三角経済圏共同物流センターの構築

近年の経済のブロック化､ �	
の拡散とグ

ローバル化の急進展､ 少量多品種多頻度輸送､

製造者在庫管理､ 迅速納期への要求の高まりな

どの傾向は､ 共同物流センターの需要を高め､

施設建設に係る費用や人件費､ 管理費､ 諸事務

経費などのコスト削減を図る企業が増加してい

る｡ 購買者のニーズの変化に対応した価格条件､

品質条件､ 正確な納期を実現しながら､ 多品種

少量の注文にも対応しなければならず､ 物流共

同化を目的とした大型物流センターの構築が求

中国西三角経済圏の物流産業に関する研究

―��―



められている (唐昭霞����､ ���)｡ 共同物流セ

ンターは､ 現地化を進めるバイヤーのニーズに

も直ちに対応することができ､ ��－��％の物流

コストを削減することができるとされる (孟彩

萍����､ ��)｡

また､ 必要な商品を円滑に供給できるような

中小流通企業向けの共同物流センターは､ 差別

化された高付加価値物流サービスを提供するこ

とで､ 中間流通過程を省略した新たな流通構造

を作り上げることが可能であろう｡ そして世界

市場向けのグローバル対応型の共同物流センター

を拡大構築することは､ 地域産業の国際競争力

につながるであろう｡

Ⅴ. おわりに
地域開発プロジェクトが中国全土で同時多発

的に進められている中､ 西三角経済圏は中西部

大開発戦略推進の原動力となっている｡ 西部地

域の中心に位置する成都､ 重慶､ 西安を優先的

に発展させ､ 統合された単一市場を形成するこ

とで､ 西部市場の経済システムを新しい構造へ

と転換を図ることができる｡

中国の鉱物資源の大部分が西部地域に埋蔵さ

れており､ 特に天然ガス､ 石炭､ マンガン､ ク

ロム､ バナジウムなどは西部地域に集中する｡

この資源の合理的な再分配のためにも､ 中国西

部地域の物流産業の成長は切迫した必要性を持

つ｡

西部物流産業は､ 西三角経済圏の地理的優位

性からもその発展の可能性が高いが､ 地元企業

の競争力と集約度は比較的低く､ 物流産業に従

事する専門人材も不足している状況である｡ ま

た広大な中国西部地域は､ 経済や物流の環境が

地域ごとに異なるため､ 各環境に適合した効果

的な物流の発展方案を樹立しなければならない｡

本稿では､ 中国西三角経済圏の物流産業の発

展方策として､ 西三角経済圏の物流インフラの

構築と専門の物流サービスの強化､ 情報技術の

活用や物流情報システム間の互換性確保､ 西三

角経済圏の産業発展のニーズに適合した物流産

業政策と規則制定､ 既存資源の再配置､ 地域の

発展の機能的ネットワークの形成､ そして西三

角経済圏共同物流センターの構築を提示した｡

現在､ 中国西三角経済圏のついての研究が急

速に進められているが､ 西三角経済圏の物流業

界の詳細な分析と地域別に差別化された物流の

現状及び展望に関する研究は､ まだその量が限

られたものである｡ より詳細な地域統計データ

の集計分析と､ 成都､ 重慶､ 西安を中心とした

物流産業の現地調査での分析は､ 今後の研究課

題としたい｡
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